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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第69期

第３四半期
連結累計期間

第70期
第３四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 18,814,998 21,971,048 26,139,234

経常利益 (千円) 1,399,387 2,259,055 1,907,173

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,031,825 1,785,903 1,342,933

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) △636,878 2,133,194 651,203

純資産額 (千円) 19,017,703 22,065,881 20,305,785

総資産額 (千円) 31,792,298 35,804,337 32,630,194

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 124.52 215.53 162.07

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 59.8 61.6 62.2
 

 

回次
第69期

第３四半期
連結会計期間

第70期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 60.64 102.56
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

          しておりません。

     ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

     ３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

    ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における経済情勢は、国内では企業収益や雇用環境の改善などを背景に景気の緩やか

な回復基調が続きましたが、個人消費は依然力強さを欠き、海外では中国やアジア新興国の景気持ち直しの動きが

見られたものの、世界的な地政学リスクの高まりによる景気への影響が懸念されるなど、引き続き先行き不透明な

状況にありました。

このような事業環境のもと当社グループは、主力事業分野である液晶ディスプレイ関連の産業集積が進む中国市

場でのニーズ対応力・生産供給体制の強化、需要が高まる環境配慮型製品の開発・展開によるシェア拡大、ナノイ

ンプリント関連製品をはじめとする新規事業の販売拡大、将来に向けた新製品・サービス創出のための研究開発体

制の強化に取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は、中国市場を中心に粘着剤関連製品をはじめとする

ケミカルズの販売が伸びたことにくわえて、円安影響による中国子会社の売上高の為替換算額が増加したこともあ

り、219億71百万円（前年同期比16.8％増）となりました。利益面では、原料価格上昇の影響を受けたものの、増産

効果や継続的なコストダウンへの取り組みにくわえて、為替差損が減少したことなどにより、経常利益は22億59百

万円（前年同期比61.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は17億85百万円（前年同期比73.1％増）となり

ました。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

＜ケミカルズ＞

ケミカルズについては、売上高は195億78百万円（前年同期比16.4％増）となりました。製品別の状況は、以下の

とおりです。

粘着剤関連製品は、中国市場を中心に液晶ディスプレイ関連用途向けの販売数量が増加し、建材・自動車分野な

ど一般用途向けの販売も堅調に推移したことにより売上高は110億21百万円（前年同期比15.3％増）となりました。

微粉体製品は、電子部品関連用途や中国市場における光拡散フィルム用途向けの販売数量が増加したことなどに

より売上高は20億30百万円（前年同期比9.1％増）となりました。

特殊機能材製品は、中国市場における電子材料用途向けの販売数量が増加し、売上高は26億87百万円（前年同期

比20.9％増）となりました。

加工製品は、中国市場における電子情報機器用途向けの機能性粘着テープの販売数量が増加し、売上高は38億37

百万円（前年同期比20.7％増）となりました。

＜装置システム＞

装置システムについては、熱媒体油の販売が減少したものの、化学業界における設備投資の回復を背景に、設備

関連の工事完成高が増加し、売上高は23億92百万円（前年同期比20.4％増）となりました。

　

EDINET提出書類

綜研化学株式会社(E01055)

四半期報告書

 3/18



 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末（以下「当期末」という。）の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」とい

う。）に比べて31億74百万円増加し、358億4百万円となりました。

流動資産は、現金及び預金、受取手形及び売掛金が増加したことなどにより、前期末に比べ31億27百万円増加

し、203億88百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が減少したものの、投資有価証券が増加したことなどにより、前期末に比べ46百万円

増加し、154億15百万円となりました。

一方、負債については長期借入金が減少したものの、支払手形及び買掛金、短期借入金が増加したことなどによ

り、前期末に比べ14億14百万円増加し、137億38百万円となりました。

当期末における純資産は、利益剰余金、その他の包括利益累計額の増加などにより、前期末に比べ17億60百万円

増加し、220億65百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前期末62.2％から0.6ポイント減少し61.6％となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は11億63百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(5) 生産、受注及び販売の実績

① 生産実績

 

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

金額(千円) 前年同期比(％)

ケミカルズ 19,183,058 123.2

装置システム 2,335,582 115.1

合計 21,518,640 122.3
 

(注) １．金額は、販売価格によっております。

２．金額には、消費税等は含まれておりません。

 

② 受注実績

 

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

ケミカルズ 19,631,560 117.1 613,498 119.8

装置システム 2,732,882 168.0 2,019,777 313.4

合計 22,364,442 121.6 2,633,276 227.7
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額には、消費税等は含まれておりません。

 

③ 販売実績

 

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

販売高(千円) 前年同期比(％)

ケミカルズ 19,578,365 116.4

装置システム 2,392,683 120.4

合計 21,971,048 116.8
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,200,000

計 33,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,300,000 8,300,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
また、単元株式数は100株であ
ります。

計 8,300,000 8,300,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年10月１日～
 平成29年12月31日

－ 8,300,000 － 3,361,563 － 3,402,809

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ―
 

― ―
 

議決権制限株式(自己株式等) ―
 

― ―
 

議決権制限株式(その他) ―
 

―
 

―
 

完全議決権株式(自己株式等)
   (自己保有株式)
 普通株式   13,800

― ―
 

完全議決権株式(その他)  普通株式 8,283,300 82,833 ―
 

単元未満株式  普通株式    2,900 ― 一単元（100株）未満の株式
 

発行済株式総数          8,300,000 ― ―

総株主の議決権 ― 82,833 ―

 

 (注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式75株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
綜研化学株式会社

東京都豊島区
高田三丁目29番５号

13,800 ―
 

13,800 0.17

計 ― 13,800 ―
 

13,800 0.17

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,541,577 3,248,899

  受取手形及び売掛金 7,808,341 ※4  9,799,243

  電子記録債権 375,924 407,689

  有価証券 2,500,000 2,500,000

  商品及び製品 2,526,884 2,760,785

  仕掛品 22,006 83,891

  原材料及び貯蔵品 902,482 936,068

  繰延税金資産 320,123 343,725

  その他 291,561 339,006

  貸倒引当金 △27,817 △30,783

  流動資産合計 17,261,083 20,388,525

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  14,089,013 ※2  14,215,479

    減価償却累計額 △7,080,033 △7,376,055

    建物及び構築物（純額） 7,008,980 6,839,423

   機械装置及び運搬具 ※2  17,445,523 ※2  17,763,748

    減価償却累計額 △13,102,360 △13,577,525

    機械装置及び運搬具（純額） 4,343,163 4,186,223

   土地 ※2  1,220,941 ※2  1,231,002

   建設仮勘定 76,763 117,872

   その他 ※2  2,209,413 ※2  2,247,900

    減価償却累計額 △1,749,598 △1,833,823

    その他（純額） 459,815 414,077

   有形固定資産合計 13,109,664 12,788,599

  無形固定資産   

   その他 98,665 79,260

   無形固定資産合計 98,665 79,260

  投資その他の資産   

   投資有価証券 994,327 1,350,948

   関係会社出資金 210,825 198,696

   繰延税金資産 503,948 400,712

   その他 471,027 617,502

   貸倒引当金 △19,348 △19,908

   投資その他の資産合計 2,160,781 2,547,951

  固定資産合計 15,369,110 15,415,811

 資産合計 32,630,194 35,804,337
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,641,065 5,946,088

  短期借入金 1,302,472 1,654,626

  1年内返済予定の長期借入金 1,240,000 1,240,000

  未払法人税等 445,538 207,095

  賞与引当金 577,435 366,962

  完成工事補償引当金 5,300 2,900

  工事損失引当金 － 86

  役員賞与引当金 40,000 27,000

  その他 1,342,618 1,757,443

  流動負債合計 9,594,430 11,202,202

 固定負債   

  長期借入金 840,000 600,000

  退職給付に係る負債 1,829,627 1,876,435

  その他 60,351 59,816

  固定負債合計 2,729,978 2,536,252

 負債合計 12,324,409 13,738,455

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,361,563 3,361,563

  資本剰余金 3,383,088 3,383,088

  利益剰余金 12,345,026 13,758,051

  自己株式 △11,118 △11,338

  株主資本合計 19,078,559 20,491,364

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 365,378 592,925

  為替換算調整勘定 1,127,208 1,217,675

  退職給付に係る調整累計額 △265,361 △236,083

  その他の包括利益累計額合計 1,227,225 1,574,517

 純資産合計 20,305,785 22,065,881

負債純資産合計 32,630,194 35,804,337
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 18,814,998 21,971,048

売上原価 12,148,816 14,457,434

売上総利益 6,666,181 7,513,613

販売費及び一般管理費 4,956,127 5,290,202

営業利益 1,710,054 2,223,411

営業外収益   

 受取利息及び配当金 25,495 29,175

 為替差益 － 44,528

 補助金収入 46,606 35,183

 雑収入 47,947 27,044

 営業外収益合計 120,049 135,933

営業外費用   

 支払利息 60,083 68,184

 持分法による投資損失 32,794 13,721

 為替差損 306,869 －

 雑損失 30,968 18,383

 営業外費用合計 430,716 100,289

経常利益 1,399,387 2,259,055

特別利益   

 固定資産売却益 4,335 －

 投資有価証券売却益 21,849 －

 特別利益合計 26,184 －

特別損失   

 固定資産除売却損 13,790 4,431

 特別損失合計 13,790 4,431

税金等調整前四半期純利益 1,411,781 2,254,624

法人税等 345,821 468,720

四半期純利益 1,065,960 1,785,903

非支配株主に帰属する四半期純利益 34,135 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,031,825 1,785,903
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 1,065,960 1,785,903

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 115,048 227,547

 為替換算調整勘定 △1,775,863 88,707

 退職給付に係る調整額 33,636 29,277

 持分法適用会社に対する持分相当額 △75,659 1,758

 その他の包括利益合計 △1,702,838 347,291

四半期包括利益 △636,878 2,133,194

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △589,846 2,133,194

 非支配株主に係る四半期包括利益 △47,031 －
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 当座貸越契約及び貸出コミットメントについて

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結し

ております。これら契約に基づく当第３四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

当座貸越極度額及び
貸出コミットメントの総額

2,300,000千円 2,300,000千円

借入実行残高 －千円 －千円

   差引 2,300,000千円 2,300,000千円
 

 

※２ 固定資産圧縮記帳

国庫補助金等受入により取得価額から直接減額した価額の内訳

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

建物 65,489千円 65,489千円

機械装置 284,089千円 284,089千円

土地 33,170千円 33,170千円

その他 8,915千円 8,915千円
 

 

３ 受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

 340,655千円 428,088千円
 

 

※４ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

受取手形 －千円 155,351千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

減価償却費 982,228千円 1,025,545千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 290,016 35 平成28年３月31日 平成28年６月24日
 

 

２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 372,878 45 平成29年３月31日 平成29年６月26日
 

　(注) １株当たり配当額には特別配当５円が含まれております。

 
２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

 外部顧客への売上高 16,826,927 1,988,070 18,814,998 － 18,814,998

 セグメント間の
 内部売上高又は振替高

196 111,800 111,997 △111,997 －

計 16,827,124 2,099,871 18,926,995 △111,997 18,814,998

セグメント利益又は損失(△) 1,658,645 △153 1,658,491 51,562 1,710,054
 

 (注)１．セグメント利益又は損失の調整額51,562千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

 外部顧客への売上高 19,578,365 2,392,683 21,971,048 － 21,971,048

 セグメント間の
 内部売上高又は振替高

204 96,981 97,186 △97,186 －

計 19,578,570 2,489,664 22,068,234 △97,186 21,971,048

セグメント利益 2,052,384 118,465 2,170,849 52,561 2,223,411
 

 (注)１．セグメント利益の調整額52,561千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 124円52銭 215円53銭

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,031,825 1,785,903

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益金額(千円)

1,031,825 1,785,903

 普通株式の期中平均株式数(千株) 8,286 8,286
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月７日

綜研化学株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   佐々木   雅 広       印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   高 﨑       博       印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   伏 谷   充二郎       印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている綜研化学株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、綜研化学株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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